
平成２４年６月２０日 

第１１回 婚活ツアー｢恋結び 折鶴列車｣を、７月２９日（日）に実施！ 

～湯の山温泉の“恋結び折鶴伝説”ゆかりの地で、素敵なご縁を結ぶ旅～ 

 

 

近鉄では、平成２１年の企画開始よりご好評をいただいております婚活ツアーの第１１回目として、７月

２９日（日）に、“恋結びの街 湯の山温泉”への婚活ツアー「恋結び 折鶴列車」を実施します。  

「恋結び 折鶴列車」は、本年２回目の開催で、前回は５２名の方にご参加いただき、８組のカップルが

誕生した縁起の良いツアーです。 

前回のツアー同様、四日市都ホテルのスカイバンケット「ラ･メール」での自己紹介をスタートに、貸切

特急「恋結び 折鶴列車」の車内で“恋結び折鶴伝説”ゆかりの三岳寺へ奉納する折り鶴を折りながら湯の

山温泉に向かいます。  

湯の山温泉到着後、オテル・ド・マロニエで昼食をとりながらのトークタイムや、三岳寺への折り鶴の奉

納、御在所岳（ロープウエイで移動）でのフリートークを経て、カップリングを発表します。 

ツアー参加の男女の皆様には、“恋結びの街 湯の山温泉”で、ぜひ素敵な出会いを見つけていただけれ

ばと考えています。詳細は別紙のとおりです。 

 

  

 

 

 

 

       

       

       

 

 

 

 

 

 

 

四日市都ホテル スカイバンケット「ラ･メール」

御在所ロープウエイ 

三岳寺 

オテル・ド・マロニエ 



１．ツアー名称    婚活ツアー「恋結び 折鶴列車」 

 

２．実 施 日    平成２４年７月２９日（日） ※雨天決行（荒天中止） 

 

３．募 集 人 員    ５２名（２５歳～４５歳の独身男女各２６名） 

           ※最少催行人員４０名（男女各２０名） 

 

４．募 集 期 間    平成２４年６月２４日（日）から７月１３日（金）まで 

 

５．旅 行 代 金    近鉄四日市駅発 ９，０００円 

※近鉄四日市駅発着のツアーですが、同駅までの往復割引乗車券・特急券をご利用 

 いただけます。詳しくは、お問い合わせください。 

＜旅行代金に含まれるもの＞ 

近鉄運賃・特急料金、昼食代、イベント費用、諸税など 

 

６．お申し込み    近鉄名古屋、近鉄蟹江、桑名、近鉄四日市、白子、津、伊勢中川、宇治山田、鳥羽、     

大阪難波、大阪上本町、名張、大和西大寺、京都、大阪阿部野橋、橿原神宮前の 

各駅営業所 

 

７．行 程    集  合：四日市都ホテル（住所：三重県四日市市安島１－３－３８） 

１６階スカイバンケット「ラ･メール」前 

           受付時間：８時３０分から９時００分まで 

 

 

 

 

 

 

※御在所ロープウエイが強風などの理由で運休となった場合は、オテル・ド・マロ

ニエにて、フリートークなどをお楽しみいただく予定です。 

 

８．主 催    近畿日本鉄道株式会社 

 

９．協 力    四日市都ホテル、オテル・ド・マロニエ、御在所ロープウエイ 

 

 

 

 

 

 

別 紙 

四日市都ホテル〔自己紹介タイム〕…近鉄四日市駅（11:５２発 貸切特急）+++〔折

り鶴作成〕+++湯の山温泉駅（1２:２１着）===（送迎バス）===オテル・ド・マロニ

エ〔昼食、フリートーク〕…三岳寺〔折り鶴を奉納〕…（徒歩・ロープウエイ） ---

御在所岳〔フリートーク、カップリングカード記入、カップリング発表〕 ---

（ロープウエイ・送迎バス）===湯の山温泉駅（1８:0１発 貸切特急）+++近鉄四日市駅

（1８:３２着） 



10．そ の 他 

これまでの婚活ツアー（行き先）と成立したカップル数 

第１回  大阪発   吉野       …４組（H21.12.20） 

第２回  大阪発   志摩スペイン村  …４組（H22. 7 . 3 ） 

第３回  大阪発   志摩スペイン村  …３組（H22.11.20） 

第４回  大阪発   御在所・湯の山温泉…５組（H23. 2 .26） 

第５回  大阪発   伊勢二見     …５組（H23. 6 .18） 

第６回  大阪発   志摩スペイン村  …６組（H23. 9 .25） 

第７回  大阪発   賢島宝生苑    …６組（H23.11.23） 

第８回  大阪発   ミキモト真珠島  …８組（H24.3.17） 

第９回  四日市発  御在所・湯の山温泉…８組（ H2 4 .4 .7） 

第１０回 大阪発   賢島宝生苑    …８組（ H24.6.16） 

 

（ご参考）恋結び折鶴伝説 

ときは江戸時代。上方の大店、ひとり娘の葵と使用人の佐吉は、結ばれぬ恋を思いつめ湯の山に。 

そして、蒼滝にふたりで身を投げようとしたその時、ひとりの僧兵が現れ「温泉にでもつかれば、 

気持ちも変わるかも知れんぞ」と励ましたのです。 

その言葉に気を取り直したふたりが湯に入ると、なぜか思い詰めていた気持ちが、ほんのりと解けて 

いくのが分かりました。 

あくる朝、僧兵に礼をと三岳寺を訪れたところ姿がみえません。せめて感謝の気持ちを伝えようと 

ふたりは鶴を折り、寺へ奉納しました。すると折鶴は連なってひらひらと舞い上がり、飛びたっていき 

ました。 

この不思議な出来事に、明るい望みが生まれ、ふたりは上方に帰る決心をしたのです。 

それから数年後、幸せになったふたりは三岳寺を訪ね、住職にあの僧兵のことを話すと、もう何十年も 

僧兵はいないとのこと。 

ふたりを救った僧兵は仏様の仮のお姿だったのでしょうか・・・。 

今でも三岳寺では、永遠の愛と、幸せに結ばれることを願い、折鶴を奉納する恋人たちの姿が絶えませ

ん。 

毎年、柔らかな緑が芽吹く早春には、この心あたたまる伝説にあやかって「折鶴まつり」が華やかに行

われています。        

（以上） 

 


